
平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
平
成
三
十
年
四
月
一
日
に
お
け
る
号
俸
の
調
整
）

第
三
条

平
成
三
十
年
四
月
一
日
に
お
い
て
三
十
七
歳
に
満
た
な
い
職
員
（
同
日
に
お
い
て
、
改
正
後
の
給
与
法
別
表

第
十
に
規
定
す
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
二
級
以
上
で
あ
る
も
の

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
改
正
後
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
二
級
以
上
職
員
」
と
い
う
。）、
改
正
後
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
二

級
以
上
職
員
以
外
の
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
に
お
け
る
最
高
の
号
俸
を
受
け
る
も
の
及
び
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
法
律
別
表
第
十
一
に
規
定
す
る
指
定
職
俸
給
表
又
は
改
正
後
の
任
期
付
研
究
員
法
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は

第
二
項
若
し
く
は
改
正
後
の
任
期
付
職
員
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
を
除
く
。）

の
う
ち
、
平
成
二
十
七
年
一
月
一
日
に
お
い
て
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
第
八
条
第
六
項
の
規
定
に
よ

り
昇
給
し
た
職
員
（
同
日
に
お
い
て
平
成
二
十
六
年
改
正
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
法
律
別
表
第
十
に
規
定
す
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
二

級
又
は
三
級
で
あ
る
も
の
そ
の
他
同
日
に
お
け
る
昇
給
の
号
俸
数
の
決
定
の
状
況
を
考
慮
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め

る
職
員
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
昇
給
抑
制
職
員
」
と
い
う
。）そ
の
他
昇
給
抑
制
職
員
と
の
権
衡
上
必
要

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
の
平
成
三
十
年
四
月
一
日
に
お
け
る
号
俸
は
、
こ

の
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
同
日
に
受
け
る
こ
と
と
な
る
号
俸
の
一
号
俸
上
位
の
号
俸
と
す

る
。

２

国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
九
号
）
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児

短
時
間
勤
務
職
員
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
、「
と
す
る
も
の

と
し
、
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
九
号
）
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
の
俸
給
月
額
は
、
当
該
号
俸
に
応
じ
た
額
に
、
同
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら

れ
た
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
五
条
第
一
項
た
だ

し
書
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
項
本
文
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗

じ
て
得
た
額
と
す
る
」
と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
は
、
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
勤
務
を
し
て
い
る
職

員
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４

国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
に
対
す

る
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
、「
と
す
る
も
の
と
し
、
国
家
公
務
員
の

育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
九
号
）
第
二
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
任
期
付
短
時
間
勤
務

職
員
の
俸
給
月
額
は
、
当
該
号
俸
に
応
じ
た
額
に
、
同
法
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
一
般
職
の

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に

よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
項
本
文
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と

す
る
」
と
す
る
。

（
人
事
院
規
則
へ
の
委
任
）

第
四
条

前
二
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
。

（
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
条

国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
条
及
び
第
三
条
を
削
り
、
附
則
第
一
条
の
見
出
し
及
び
条
名
を
削
る
。

（
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
六
条

一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
条
を
削
る
。

（
法
科
大
学
院
へ
の
裁
判
官
及
び
検
察
官
そ
の
他
の
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
派
遣
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
七
条

法
科
大
学
院
へ
の
裁
判
官
及
び
検
察
官
そ
の
他
の
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
派
遣
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

五
年
法
律
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
八
項
を
削
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
務
大
臣

上
川

陽
子

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
七
十
八
号

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

第
一
条

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
七
条
の
二
た
だ
し
書
中
「
百
分
の
百
七
十
」
を
「
百
分
の
百
七
十
五
」
に
改
め
る
。

別
表
第
三
俸
給
月
額
の
欄
中
「
五
八
五
、
四
〇
〇
円
」
を
「
五
八
五
、
八
〇
〇
円
」
に
、「
五
五
四
、
七
〇
〇
円
」

を
「
五
五
五
、
一
〇
〇
円
」
に
、「
五
二
四
、
七
〇
〇
円
」
を
「
五
二
五
、
一
〇
〇
円
」
に
、「
四
九
三
、
一
〇
〇
円
」

を
「
四
九
三
、
五
〇
〇
円
」
に
、「
四
六
二
、
六
〇
〇
円
」
を
「
四
六
三
、
〇
〇
〇
円
」
に
、「
四
三
五
、
二
〇
〇
円
」

を
「
四
三
五
、
六
〇
〇
円
」
に
、「
三
九
九
、
九
〇
〇
円
」
を
「
四
〇
〇
、
三
〇
〇
円
」
に
、「
三
六
一
、
四
〇
〇
円
」

を
「
三
六
一
、
八
〇
〇
円
」
に
、「
三
二
五
、
六
〇
〇
円
」
を
「
三
二
六
、
〇
〇
〇
円
」
に
、「
二
九
四
、
四
〇
〇
円
」

を
「
二
九
四
、
八
〇
〇
円
」
に
、「
二
七
二
、
五
〇
〇
円
」
を
「
二
七
二
、
九
〇
〇
円
」
に
、「
二
六
三
、
四
〇
〇
円
」

を
「
二
六
四
、
〇
〇
〇
円
」
に
改
め
る
。

第
二
条

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
の
二
た
だ
し
書
中
「
百
分
の
百
五
十
五
」
を
「
百
分
の
百
五
十
七
・
五
」
に
、「
百
分
の
百
七
十
五
」を「
百

分
の
百
七
十
二
・
五
」
に
改
め
る
。

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

附

則

（
施
行
期
日
等
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

２

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
次
条
に
お
い
て「
改
正
後
の
給
与
法
」

と
い
う
。）の
規
定
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
給
与
の
内
払
）

第
二
条

改
正
後
の
給
与
法
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
特
別
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
た
給
与
（
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
六
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
平
成
二
十
六
年
改
正
法
」
と
い
う
。）附
則

第
四
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
た
俸
給
を
含
む
。）は
、
改
正
後
の
給
与
法
の
規
定
に
よ
る
給
与
（
平
成
二
十

六
年
改
正
法
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
俸
給
を
含
む
。）の
内
払
と
み
な
す
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
三
条

前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三




		2017-12-14T15:22:44+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




